




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 2

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 2

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 7

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 7

４．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 8

（１）四半期個別受注の概況 …………………………………………………………………………………………… 8

 

- 1 -

大豊建設株式会社（1822）　平成29年３月期　第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、急速な円高の進行や新興国経済の減速、ＥＵにおける経済の

不確実性の高まりによる金融市場の混乱など先行きに不透明感がある中、政府による各種政策により、企業収益及

び雇用情勢の改善が続き、緩やかな回復基調が続いております。 

 当社グループの主要事業であります建設事業におきましては、公共投資及び民間住宅投資は減少傾向にあります

が高水準を維持しており、民間設備投資は、雇用・所得環境の改善、企業収益の改善を背景に回復基調が続くと見

込まれます。 

 このような情勢下におきまして、当社グループは引き続き採算性を重視した選別受注に取り組んだ結果、売上高

が29,904百万円（前年同期比9.1%減）、売上総利益が2,344百万円（前年同期比22.8%増）となりましたことから、

営業利益が1,098百万円（前年同期比28.3%増）、経常利益が1,029百万円（前年同期比14.8%増）となり、親会社株

主に帰属する四半期純利益は760百万円（前年同期比62.2%増）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金預金が14,637百万円増加しました

が、受取手形・完成工事未収入金等が17,273百万円減少したこと等により、資産合計は3,185百万円減少した

114,167百万円となりました。負債の部は、前連結会計年度末に比べ、未成工事受入金が4,462百万円、預り金が

1,166百万円増加しましたが、支払手形・工事未払金等が6,971百万円、未払法人税等が2,403百万円減少したこと

等により、負債合計は3,321百万円減少した71,406百万円となりました。純資産の部は前連結会計年度末に比べ、

135百万円増加した42,761百万円となり、自己資本比率は36.8％となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期の経営成績は概ね計画通り推移しており、平成28年５月13日発表の通期の連結業績予想に変更はあ

りません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しています。

 これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

 

 （２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しています。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 31,661 46,299 

受取手形・完成工事未収入金等 62,554 45,280 

未成工事支出金等 1,349 1,541 

短期貸付金 24 13 

繰延税金資産 759 516 

その他 6,593 6,022 

貸倒引当金 △164 △109 

流動資産合計 102,778 99,563 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 5,070 5,109 

機械、運搬具及び工具器具備品 8,901 8,911 

土地 4,978 4,970 

リース資産 168 166 

建設仮勘定 89 2 

減価償却累計額 △11,457 △11,482 

有形固定資産合計 7,750 7,677 

無形固定資産 145 145 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,780 5,862 

長期貸付金 78 76 

破産更生債権等 557 509 

繰延税金資産 91 85 

その他 929 957 

貸倒引当金 △757 △709 

投資その他の資産合計 6,679 6,781 

固定資産合計 14,575 14,604 

資産合計 117,353 114,167 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 42,879 35,907 

短期借入金 5,000 5,000 

未払法人税等 2,496 93 

未成工事受入金 5,661 10,124 

預り金 8,571 9,737 

完成工事補償引当金 357 348 

賞与引当金 494 5 

工事損失引当金 488 444 

その他 472 1,570 

流動負債合計 66,421 63,231 

固定負債    

繰延税金負債 497 436 

退職給付に係る負債 6,260 6,280 

訴訟損失引当金 202 110 

その他 1,345 1,347 

固定負債合計 8,305 8,174 

負債合計 74,727 71,406 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,030 9,030 

資本剰余金 7,955 7,955 

利益剰余金 24,261 24,590 

自己株式 △163 △164 

株主資本合計 41,082 41,410 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,196 1,042 

繰延ヘッジ損益 38 △36 

為替換算調整勘定 △27 △31 

退職給付に係る調整累計額 △379 △330 

その他の包括利益累計額合計 827 643 

新株予約権 400 400 

非支配株主持分 314 306 

純資産合計 42,626 42,761 

負債純資産合計 117,353 114,167 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 32,897 29,904 

売上原価 30,988 27,559 

売上総利益 1,909 2,344 

販売費及び一般管理費 1,053 1,246 

営業利益 855 1,098 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 39 42 

為替差益 8 － 

その他 61 24 

営業外収益合計 110 67 

営業外費用    

支払利息 16 11 

支払保証料 24 30 

為替差損 － 91 

その他 28 2 

営業外費用合計 69 136 

経常利益 896 1,029 

特別利益    

固定資産売却益 2 1 

訴訟損失引当金戻入額 － 91 

特別利益合計 2 93 

特別損失    

訴訟関連損失 19 19 

その他 0 0 

特別損失合計 19 20 

税金等調整前四半期純利益 879 1,103 

法人税、住民税及び事業税 203 57 

法人税等調整額 232 291 

法人税等合計 436 349 

四半期純利益 442 753 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △26 △6 

親会社株主に帰属する四半期純利益 468 760 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 442 753 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 83 △154 

繰延ヘッジ損益 9 △75 

為替換算調整勘定 △2 △3 

退職給付に係る調整額 21 49 

その他の包括利益合計 112 △183 

四半期包括利益 554 569 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 580 576 

非支配株主に係る四半期包括利益 △26 △6 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 15,277 16,887 733 32,897 － 32,897 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 2 96 98 △98 － 

計 15,277 16,889 829 32,996 △98 32,897 

セグメント利益又は損失

（△） 
593 317 △58 852 3 855 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額3百万円は、セグメント間取引消去です。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

  当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 15,386 13,877 639 29,904 － 29,904 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 1 133 135 △135 － 

計 15,386 13,879 773 30,039 △135 29,904 

セグメント利益又は損失

（△） 
663 442 △21 1,084 13 1,098 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額13百万円は、セグメント間取引消去です。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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４．補足情報

（１）四半期個別受注の概況

個別受注実績                  （単位：百万円）

  受 注 高    

29年３月期第１四半期 38,758 46.8%    

28年３月期第１四半期 26,394      △22.7%    

                 

（注）１．受注高は、当該四半期までの金額です。 

   ２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

 

（参考）受注実績内訳                                （単位：百万円）

区   分 
平成28年３月期 

第１四半期累計期間 

平成29年３月期 

第１四半期累計期間 
比較増減 増減率 

建 

設 

事 

業 

土 

木 

 国内官公庁 7,438  (28.2%) 16,956 (43.7%) 9,518 128.0% 

 国内民間 1,187  (4.5%) 855 (2.2%) △332 △28.0% 

 海外 104 (0.4%) △277 (△0.7%) △382 － 

 計 8,730  (33.1%) 17,534 (45.2%) 8,803 100.8%

建 

築 

 国内官公庁 3,077 (11.6%) 2,251 (5.8%) △825 △26.8%

 国内民間 14,564  (55.2%) 17,547 (45.3%) 2,982 20.5%

 海外 21   (0.1%) 1,425 (3.7%) 1,403 －

 計 17,663  (66.9%) 21,223 (54.8%) 3,559 20.2%

合 

計 

 国内官公庁 10,515  (39.8%) 19,207 (49.5%) 8,692 82.7%

 国内民間 15,752  (59.7%) 18,402 (47.5%) 2,649 16.8%

 海外 126  (0.5%) 1,147 (3.0%) 1,021 808.0%

 計 26,394 (100.0%) 38,758 (100.0%) 12,363 46.8%

 

  （注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率を示します。
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